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大崎住民訴訟報告集会が開催されました！
「
福
島
第
一
原
発
事
故
に
由
来
す
る
放
射
能
汚

染
廃
棄
物
の
焼
却
処
分
と
最
終
処
分
場
へ
の
埋

立
等
の
経
費
（
公
金
）
を
支
出
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
大
崎
市
住
民
ら
が
起
こ
し
た
訴

訟
（
大
崎
住
民
訴
訟
）
は
、
重
要
な
局
面
を
迎

え
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
一
月
十
七
日
、
大

崎
住
民
訴
訟
弁
護
団
が
講
師
と
な
り
、
「
大
崎

住
民
訴
訟
報
告
集
会
」
が
古
川
教
育
会
館
で
約

五
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
住
民
監
査
請
求
か
ら
訴
訟
提
起
へ
】

松
浦
健
太
郎
弁
護
士
か
ら
、
大
崎
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
（
管
理
者
：
大
崎
市
長
）
の
公

金
支
出
に
対
し
て
住
民
監
査
請
求
を
行
い
却
下

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
試
験
焼
却
を
前
に
住

民
訴
訟
を
提
起
し
争
わ
れ
て
き
た
経
過
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

「
申
合
せ
違
反
」

に
つ
い
て
は
、
焼

却
場
の
機
能
・
設

備
等
を
変
更
す
る

場
合
は
、
「
地
元

住
民
に
事
前
に
説

明
し
合
意
を
得

る
」
「
住
民
か
ら

不
安
・
疑
問
が
出

た
ら
そ
の
改
善
に

努
め
る
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
大
崎

地
域
広
域
行
政
事

【
争
点
は
、
覚
書
違
反
・
申
合
せ
違
反

・
人
格
権
侵
害
】

次
に
、
三
つ
の
争
点
（
覚
書
違
反
、
申
合
せ

違
反
、
人
格
権
侵
害
）
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。

「
覚
書
違
反
」
に
つ
い
て
、
最
終
処
分
場
に
、

環
境
や
水
質
を
守
る
た
め
重
金
属
物
質
を
含
む

廃
棄
物
も
搬
入
し
な
い
こ
と
明
示
さ
れ
て
お
り
、

「
覚
書
に
定
め
の
な
い
事
項
は
協
議
の
上
対

応
」
と
し
て
い
る
が
、
説
明
が
不
十
分
で
形
式

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

【
人
格
権
侵
害
の
中
身
と
排
ガ
ス
検
査
】

焼
却
で
漏
れ
出
す
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
、
原
告
住
民
側
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
放
射
線
量
推
移
調
査
（
草

野
清
信
氏
）
、
リ
ネ
ン
吸
着
法
（
青
木
一
政

氏
）
、
土
壌
汚
染
調
査
（
南
部
正
光
氏
）
で

そ
の
拡
散
を
デ
ー
タ
で
示
し
て
き
ま
し
た
が
、

被
告
側
は
、
バ
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
で
99
・
9
％

遮
断
し
て
き
た
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
原
告
側
は
被
告
側
に
「
放
射
性
廃
棄
物

を
含
む
粉
塵
が
放
出
さ
れ
て
い
る
か
否
か
」

の
公
定
法
の
弱
点
を
突
い
た
求
釈
明
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
裁
判
所
が
そ
こ
に
食
い
つ
き

「
排
ガ
ス
検
査
」
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実

施
す
る
か
、
現
在
、
訴
訟
の
大
き
な
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
三
つ
の
排
ガ
ス
検
査
提
案
と

今
後
の
展
望
】

原
告
側
は
、
排
ガ
ス
検
査
と
し
て
「
コ
ー

ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
法
」
「
リ
ネ
ン
吸
着
法
」

「
公
定
法
の
条
件
変
更
に
よ
る
排
ガ
ス
検

査
」
の
三
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
（
詳

細
は
、
前
号
参
照
）

前
回
の
口
頭
弁
論
で
「
公
定
法
の
条
件
変

更
に
よ
る
排
ガ
ス
検
査
」
を
先
行
し
て
行
う

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
他
の
方

法
も
協
議
し
て
い
き
、
「
排
ガ
ス
検
査
」
で

放
射
性
物
質
が
拡
散
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
、
最
大
の
争
点
で
あ
る
「
内
部
被
ば

く
問
題
」
に
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

草
場
裕
之
弁
護
士
は
、
「
被
告
は
漏
れ
て

い
る
の
が
バ
レ
る
か
ら
測
定
さ
せ
た
く
な
い

姿
勢
で
あ
る
。
争
点
が
専
門
的
な
内
容
に

な
っ
て
い
る
が
、
焼
却
を
差
止
め
る
の
は
裁

判
と
同
時
に
住
民
運
動
の
力
だ
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

大
崎
住
民
訴
訟
を
支
援
す
る
会
副
代
表
の

吉
田
洋
一
氏
か
ら
は
、
排
ガ
ス
検
査
に
つ
い

て
、
公
定
法
の
問
題
点
と
新
た
な
測
定
方
法

に
つ
い
て
の
提
案
と
十
二
月
二
十
日
に
開
催

さ
れ
た
学
習
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

務
組
合
は
、
「
機
能
変
更
に
当
た
ら
な
い
」

と
か
、
特
措
法
を
盾
に
「
問
題
な
し
」
と
住

民
合
意
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
。

「
人
格
権
侵
害
」
に
つ
い
て
は
、
焼
却
場

周
辺
が
放
射
能
汚
染
さ
れ
、
周
辺
住
民
が
内

部
被
ば
く
に
よ
り
健
康
被
害
が
発
生
し
、
平

穏
生
活
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
。

第
十
一
回

大
崎
住
民
訴
訟

期
日

三
月
十
日
（
水
）
十
六
時
か
ら

場
所

仙
台
地
方
裁
判
所

「
放
射
能
か
ら
岩
沼
を
守
る
会
」
か
ら

阿
武
隈
川
浄
水
過
程
で
発
生
し
た
浄
水
汚
泥
、
放
射
性
指
定

廃
棄
物
四
五
八
ト
ン
は

岩
沼
市
玉
崎
水
道
事
業
所
に
保
管
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
二
十
三
日
八
千
ベ
ク
レ
ル
以

下
に
な
っ
た
と
し
て
指
定
廃
棄
物
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
で
の
岩
沼
市
の
説
明
で
は
「
無
害
化
し
て
土
木
資
材

で
再
利
用
」
と
。
放
射
能
は
、
細
切
れ
に
し
て
混
ぜ
て
も
、
放

射
能
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
無
害
化
っ
て
？
ど
こ
で
、
誰
が
ど
う

処
理
す
る
か
も
市
民
に
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

放
射
能
廃
棄
物
は
、
安
全
な
場
所
に
安
全
な
建
物
に
厳
重
保

管
を
！

（
詳
細
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。
）
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新
潟
県
花
角
知
事
は
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
安
全
性
確

認
を
進
め
て
い
る
技
術
委
員
会
の
委
員
を
大
量
退
任
し

ま
し
た
。
花
角
知
事
は
「
新
た
な
知
見
を
取
り
入
れ
る

た
め
の
交
代
で
あ
り
、
内
規
に
沿
っ
て
七
十
歳
以
上
の

『
高
齢
者
』
を
交
代
さ
せ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

委
員
の
一
人
の
立
石
雅
昭
・
新
潟
大
名
誉
教
授
は
、

自
身
ら
の
再
任
を
訴
え
、
原
発
の
安
全
性
確
認
を
進
め

て
い
る
さ
な
か
の
大
量
退
任
に
「
県
民
の
安
全
を
担
保

す
る
姿
勢
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
「
委
員

で
あ
る
以
上
、
古
い
知
見
だ
け
で
物
を
言
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
」
と
反
論
し
て
再
任
を
求
め
て
い
ま
す
。

菅
政
権
の
原
発
再
稼
働
推
進
と
連
動
か
！

技
術
委
員
会
は
、
二
〇
〇
二
年
に
発
覚
し
た
「
東
電

ト
ラ
ブ
ル
隠
し
」
の
後
、
新
潟
県
の
チ
ェ
ッ
ク
組
織
と

し
て
発
足
、
原
子
力
工
学
、
地
質
学
な
ど
多
様
な
専
門

家
で
構
成
し
、
二
〇
一
二
～
二
〇
年
に
は
独
自
に
福
島

第
一
原
発
事
故
の
原
因
検
証
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
七
号
機
は
、
規
制
委
員
会
の
適
合
性

審
査
に
「
パ
ス
」
し
て
お
り
、
新
潟
県
は
、
独
自
に
技

術
委
員
会
、
健
康
・
生
活
委
員
会
、
避
難
委
員
会
の
三

つ
の
委
員
会
で
安
全
性
の
確
認
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
委
員
の
不
再
任
は
、
菅
政
権
の
意
に
反
す
る
委

員
の
日
本
学
術
会
議
か
ら
の
排
除
と
同
様
、
被
災
原
発

女
川
原
発
再
稼
働
の
行
政
手
続
き
が
終
了
し
た
の
を
受

け
、
政
府
、
東
電
の
再
稼
働
を
促
進
さ
せ
る
動
き
と
連

動
し
て
い
る
こ
と
が
透
け
て
見
え
ま
す
。

宮城県議会の環境福祉委員会は、委員間協議を行い、請願団体の求めていた①請願代表者の意見陳述、②賛成、反対請願の参考人招致、③傍聴数の拡大とリモート視聴できる環境に対し、①については、請願書を読めば判断できる②については、参考人質問は、前例がないこと、再稼働推進請願を提出した女川商工会が参加しないので公平でなくなる。と訳のわからない理由をこじつけて拒否しました。全く呆れてしまいます。明日は

東
京
新
聞
・
榊
原
崇
仁
記
者
が
、
東
電
福
一

原
発
爆
発
事
故
か
ら
十
年
を
前
に
、
こ
の
間
の

綿
密
な
情
報
開
示
請
求
で
得
た
膨
大
な
量
の
文

書
と
そ
の
解
析
、
そ
こ
で
知
っ
た
関
係
者
へ
の

周
到
な
聞
き
取
り
に
よ
り
、
真
相
に
迫
ろ
う
と

す
る
記
者
魂
に
感
服
す
る
本
で
す
。

甲
状
腺
の
被
曝
問
題
は
原
発
事
故
の
核
心
の

一
つ
で
、
将
来
に
わ
た
る
大
問
題
で
す
が
国
や

福
島
県
が
実
態
把
握
を
怠
り
、
い
か
に
隠
蔽
・

歪
曲
を
図
っ
て
き
た
か
を
告
発
し
て
い
ま
す
。

原
発
爆
発
後
、
十
一
日
夜
、
三
キ
ロ
圏
へ
避

難
指
示
、
十
二
日
朝
、
十
キ
ロ
圏
へ
拡
大
、
そ

の
夜
に
は
、
二
十
～
三
十
キ
ロ
圏
へ
屋
内
退
避

を
指
示
す
る
中
、
徳
島
大
学
チ
ー
ム
に
よ
り
三

月
十
七
日
に
郡
山
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
「
十
一

歳
女
児
が
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
」
と
の

メ
ー
ル
が
公
表
も
報
道
も
さ
れ
な
か
っ
た
が

「
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
」
の
会
議
メ
モ
と

し
て
所
有
し
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
ま
す
。

放
射
性
ヨ
ウ
素
の
半
減
期
が
八
日
と
短
い
中
、

政
府
が
行
っ
た
甲
状
腺
被
ば
く
測
定
は
、
三
月

二
十
四
日
～
三
十
日
に
三
十
キ
ロ
圏
外
が
対
象
。

何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
？
何
が
起
こ
っ
て
い
た

の
か
を
追
跡
し
て
い
ま
す
。

後
半
で
は
、
肝
心
な
事
故
直
後
の
時
期
の
動

向
を
追
っ
て
い
ま
す
。
放
医
研
、
安
全
委
、
全

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
り
、
駆
け
つ
け
た
研
究
者

た
ち
の
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
情
報
を
整
理
し
て
、

「
心
配
な
く
」
す
る
た
め
に
基
準
値
を
十
倍
に

引
き
上
げ
た
三
月
十
七
日
の
経
緯
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
公
表
さ
れ
る
文
書
や
政
策
決
定
の
裏
に

は
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
と
大
変
勉
強
に

な
り
ま
す
。

尚
、
榊
原
記
者
は
、
宮
城
県
の
「
住
民
説
明

会
」
で
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
住
民
の
「
屋
内
退
避
」
方
針

に
疑
問
を
抱
き
、
内
閣
府
に
「
陽
圧
化
し
な
い

家
で
は
内
部
被
ば
く
効
果
は
三
割
に
と
ど
ま

る
」
と
の
文
書
を
八
月
三
十
日
付
の
東
京
新
聞

へ
特
集
記
事
を
掲
載
し
た
方
で
す
。
是
非
、
手

に
取
っ
て
読
ん
で
頂
き
た
い
で
す
。

女
川
原
発
の
避
難
計
画
を
考
え
る
会

原

伸
雄

再
稼
働
に
慎
重
な
委
員
を
不
再
任

〈
新
潟
県
技
術
委
員
会
〉

石
巻
市
出
前
講
座
を
受
講
し
て

【福島が沈没した日―原発事故と甲状腺被ばく】
（榊原崇仁著/集英社新書/９９０円）

さようなら原発
みやぎ県民集会

日時：３月２７日（土）１３：３０
場所：錦町公園

「
共
生
型
ケ
ア
を
ひ
ろ
め
る
会
」
長
沼
利
枝

「
共
生
型
ケ
ア
を
ひ
ろ
め
る
会
」
は
、
高
齢
者
も
障
が

い
者
も
誰
も
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
役
割
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
が
で
き
る

社
会
を
願
い
毎
月
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

石
巻
市
は
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
「
出
前
講
座
」

事
業
を
行
っ
て
お
り
「
行
政
、
生
活
、
防
災
、
健
康
」

な
ど
十
三
分
類
一
四
四
の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
市

職
員
が
講
師
と
な
り
市
民
の
「
知
り
た
い
、
学
び
た

い
」
と
い
う
学
習
意
欲
に
応
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
「
原
子
力
災
害
に
備
え
よ
う
」(

担
当:

石
巻
市
総
務
部
危
機
対
策
課
）
を
お
願
い
し
「
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画
は
、
二
〇
一
一
年
三
月

の
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
国
は
原
子
力
災
害
対
策
指

針
を
策
定
し
、
地
方
自
治
体
に
も
広
域
避
難
計
画
策
定

を
義
務
付
け
た
こ
と
、
宮
城
県
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ

き
女
川
原
発
か
ら
概
ね
三
〇
㌔
圏
内
の
三
市
四
町
を
避

難
対
象
地
域
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
こ
と
、
石

巻
市
は
、
こ
れ
を
基
準
に
「
石
巻
市
広
域
避
難
計
画
」

を
策
定
し
、
県
内
二
十
七
市
長
村
（
避
難
所
は
三
〇
四

箇
所
）
を
避
難
先
と
し
て
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
な
ど
、

避
難
計
画
の
概
要
を
学
び
ま
し
た
。

講
義
後
の
質
疑
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
「
非
常
に
丁

寧
だ
っ
た
が
、
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
た
。
こ
の
よ
う
な

避
難
計
画
が
必
要
な
原
発
が
何
故
必
要
な
の
か
。
再
稼

働
反
対
の
県
民
の
願
い
が
何
故
通
じ
な
い
の
か
」
と
不

安
を
隠
さ
ず
、
一
気
に
語
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
。
女
川
原
発
は
被
災
原
発

で
す
。
「
再
稼
働
は
地
域
経
済
の
た
め
」
と
苦
渋
の
選

択
を
し
た
方
も
「
原
発
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
」
「
避
難
道
路
の
整
備
を
」
と
い
う
方
も
、
原
子
力

災
害
に
備
え
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
自
治
会
、

民
生
委
員
、
福
祉
や
教
育
関
係
者
、
街
づ
く
り
、
商
工

や
観
光
関
係
者
、
文
化
団
体
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
の

皆
さ
ん
と
何
度
で
も
学
び
た
い
講
座
で
し
た
。

書 評


